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頃安貞利

消失模型鋳造法におけるアルミニウム合⾦鋳物の内部の鋳造⽋陥を，鋳造品密度を測定することによって評価した．湯流れ速度
が⾼い⽅が鋳造品の密度が低くなることが明らかになった．また鋳造品をX線CTによって観察した結果，密度低下の要因が残留
樹脂⽋陥の空げきによる可能性が予測された．
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消失模型鋳造法におけるアルミニウム合⾦鋳物の密度に及ぼす湯流れ速度の影響


